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登録リスト（該当：52件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 越後の伝説についての考察（『越後の国雪の伝説〔正〕』鈴木直著　昭和十七年七月二十二日発行）]	越後の伝説についての考察（『越後の国雪の伝説〔正〕』鈴木直著　昭和十七年七月二十二日発行）	越後の国雪の伝説〔正〕に収録されている23の伝説の中の4つについて、それがなぜ生じたのかという自分なりの考察をおこないました。

*越後の国雪の伝説〔正〕とは、越後に古くから伝わる伝説のうち、雪に関するもののみをピックアップして収録した本です。なお、地域としては中・下越の中でも比較的豪雪な地帯の話が中心的です。

１，茂助地蔵
《あらすじ》
昔、一人の旅人がいた。宿屋を出発して目的地へと歩いていたが、天候は最悪で、顔を前に向けることも困難なほどの吹雪だった。そして、その途中で偶然にも一人の女性に遭遇し、自分の家に泊まっていくことを勧められる。旅人は女についていくことにし、彼女の家で手厚いもてなしを受けた。数日後、旅人は死体となって発見された。死因は凍死であり、近くの村の村人は旅人は雪	2024-01-24
	2	[image: チャイナウ！]	チャイナウ！	12月5日から一週間ほど、中国の雲南省へ行ってきました。というわけで、テーマはチャイナウ！としました。
チャイナ・ナウ。の略です。

帰国して約一週間、疲れからか風邪を引き、中国への色んな振り返りができないまま寝ていましたが、そろそろ思い出が褪せる前に想い出を綴っていきます。

雲南省の中の、昆明・大理・麗江の3か所に行ってきました。上海空港から乗り換えで向かう場所にあり、少数民族で出来ている場所になります。多様性が社会全体の雰囲気であり、その点日本人も浮くことなく受け入れてもらえました。

中国の投稿用に別ページを用意する予定ですが、ひとまず、私の備忘録として、ここに残しておこうと思います。

私の感想：ご飯がめっちゃおいしかった。です(笑)

文化の違いはあれど、ご飯がおいしいのが私に	2023-12-18
	3	[image: 田子の浦とディアナ号]	田子の浦とディアナ号	GWに静岡県富士市の実家に帰省しました。
実家から徒歩数分の場所にディアナ号の錨というものがあったので探検してきました。

富士市のHPによると、「1854年12月、プチャーチン率いる外交使節を乗せたロシア軍艦ディアナ号が下田港に来航しました。...
折からの悪天候のため漂流し、1855年1月、現在の富士市沖で沈没しましたが、地元漁民らの救助活動により、外交使節と多くの乗組員は無事に上陸することができました。」とあります。	2023-05-11
	4	[image: 大屋駅を未来に伝えるには]	大屋駅を未来に伝えるには	しなの鉄道大屋駅の歴史的な駅舎が建て替えられるとのこと。建て替わる前の駅舎の様子を記録にとどめておこうと思い、車窓越しに写真を撮りました。丁寧に記録することは後日に。

諏訪と小県をつなぐ中山道は1859年の横浜開港後、横浜とつなぐ生糸の輸送路として重要な役割を果たしました。信越本線開業後は、中央本線が開通するまでの間、大屋駅は生糸の一大生産地であった諏訪地方、とりわけ岡谷とつなぐ要衝の駅としての役割を果たしてきました。建物は建て替わってもその歴史は留めて未来に伝えたいものです。	2023-05-01
	5	[image: 第二回create owaraiの開催にあたり]	第二回create owaraiの開催にあたり	2023年1月15日に、去年に引き続き二度目の開催となる、茨城県外から参加者を募り、大洗町の事業者様の抱える課題を解決に導く地方創生プログラム「create owarai」のDay1が行われました。

私は今回事務局として、このプログラムの運営と、プログラム風景の発信、そしてこのプログラムを通しての意義、効果の考察を主な役割として参加しています。

Day1では各参加者やチームの参加風景を撮影すると共に、雨天ということもあり、一つのチームの町巡りを運転兼説明役としてサポートしました。

参加者の皆様は既に多くの活動に参加経験のあるスキルフルな方々が多く、初日から地元の課題解決に向け多くの議論が飛び交っていました。

今後も三か月間、このプログラムを少しでも意義あるものにしていけるよう取り組んでいこうと思います。

ま	2023-01-16
	6	[image: 海軍一等機関兵勲八等土屋八八郎碑]	海軍一等機関兵勲八等土屋八八郎碑	小諸市大字菱平字稲荷地籍に建てられた土屋八八郎 の碑

土屋八八郎は1883（明治16）年6月10日　北佐久郡大里村生まれ。日露戦争に従軍し、戦艦三笠乗務。1905（明治38）年9月11日佐世保港において火薬庫爆発のため死亡。死亡後勲八等白色桐葉章受章。

三笠の沈没については下記のサイトを参照。
https://www.jacar.go.jp/modernjapan/p10.html	2022-12-09
	7	[image: 港]	港	一年前の夏、地元に帰った時にとった神戸港です。久しぶりに見る海は爽やかでした。	2022-10-13
	8	[image: 夏休みの想い出]	夏休みの想い出	夏休みの想い出をなにか１つでもいいから投稿しよう。と思い、色々な写真を見ていました。

この夏、私は一人で飛行機に乗ったり、一人で新しい地へ行ってみたり、「一人で挑戦した」夏でした。
そんな夏が羽田空港から始まりました。

何かに挑戦することはやっぱり怖さがありましたし、一人の孤独な気持ちを払拭したくて上を見て歩くようにしました。
そんなとき空港の屋根があまりに綺麗で写真を撮りました。

夏休みの挑戦が、今後の大学生活にも良い刺激になるといいなあと思いました。	2022-10-12
	9	[image: 現代に繋がる主導的産業の偏移について]	現代に繋がる主導的産業の偏移について	　幕末の開港によって長野県は地域経済を世界につなげることになった。そこで長野県を国外まで広げる一翼を担ったのは生糸でした。
　長野県は外国との交流が始まると、器械製糸を取り入れ、養蚕や蚕種業の技術開発や改良に力を入れました。それで、蚕糸王国と呼ばれることになったわけです。長野県の近代のあゆみは養蚕や製糸業の盛衰に左右され長野県の命綱は、蚕糸業であったと断言して過言ではありません。
長野県の製糸業は県外や外国にまで進出し、日本の製糸の中心となります。なので、長野県内のいたるところの農家では養蚕が営まれました。
　蚕糸業は大正時代から昭和初年にかけて全盛期を迎えますが、1929年（昭和4）からの世界大恐慌の影響をうけ、製糸業を営む会社の倒産が相次ぎ、繭価の価値の大暴落のため生活を養蚕に	2022-08-10
	10	[image: 深志神社　【天神祭】]	深志神社　【天神祭】	2022/07/24

長野県松本市深志神社。

松本空港に用事があり、
ついでに横手通りに行こうとおもったらたまたま「天神祭」をやってることをポスターで知り参拝。

天神祭限定の御朱印をいただいてテンションがMAX!!

やはり、外にでることはいいことだなー
と実感。	2022-08-01
	11	[image: YouTubeに関する研究　6/27報告　日本語以外の字幕設定に関して]	YouTubeに関する研究　6/27報告　日本語以外の字幕設定に関して	今週は1本の動画を投稿しました。


比較的再生数が多いですが、これは動画のテーマとして今現在日本の鉄道マニアからの注目度が高い「キハ40」という車両を取り上げたからです。

2本以上の投稿を目指すと先週言っていましたがスケジュールの確保に難航しており間に合いませんでした。



今回は海外視聴者向けの動画を作るにあたって重要な字幕について簡単にですが調べてみました。

余談ですが上記の動画で日本語字幕をあえて設定せずに視聴した人も一定数いたようです。

現在私の動画では、英語のみ字幕やタイトルを用意しています。他の成長著しい旅行チャンネルでは、価格表記や寄せられるコメント等から推測するに少なくとも5か国以上の字幕を設定していると考えられます。

私の動画でも複数言語の字	2022-06-27
	12	[image: 北海道③　小樽　]	北海道③　小樽　	今回の北海道旅行で私が1番印象に残った町・小樽。




出身地・福岡県とは気候、風土、慣習も全然違うため

非常に興味深い町だった。




小樽の町で感じたことを思い出しながら。




縦の信号機が多かったり、

駅が町で高いところにあり、

港に向かって下がっていたり、

その町の気候に応じた町の景色を見ることができた。




学校の授業で歴史を学ぶ際

～時代、～時代

といったように、区切って学ぶことが多い

と思うが、




小樽で見た町の仕組みを見ると

歴史は断片的ではなく連続的であることが

よく理解でき、

しっくりくるな、と感じた。




また、機会があれば別の機会にも

訪れたい。	2022-06-13
	13	[image: 北海道①　（2022.05.17～2022.05.18）]	北海道①　（2022.05.17～2022.05.18）	2022年05月17日（火）

松本空港9時20分発の飛行機で北海道、新千歳空港へ。

この旅行はFDA（Fuji　Dream　Airline）のお得な飛行機プランを見つけ約1週間前に決まった弾丸旅行！

1歳以来の北海道ということもありテンションMAX。



今回の旅行から新たに始めたフライトログ（写真）を客室乗務員の方に渡して旅行がスタート。

一般的に客室乗務員はCA（Cabin Attendant）と呼ばれているがFDAのみFA（Flight　Attendant）と呼ばれているらしい。

飛行機の中からは日本アルプス、佐渡島、津軽半島などが確認できた。

飛行機を降りる際に、フライトログ帳を返却していただいた。

フライト中にFAさんと何度か会話をして「北海道旅行はほぼ初めて。」ということを知っていただいた。

そのこともあり、素敵な1ページ目のログ帳（写真）を書いていただい	2022-06-09
	14	[image: 第28号『上田小県における感染症の歴史』]	第28号『上田小県における感染症の歴史』	上田小県近現代史研究会ブックレット第28号『上田小県における感染症の歴史』
【編著・発行】上田小県近現代史研究会
【発行】2021年12月10日
【定価】600円（税別）上田市内の書店でお買い求めください。

　パンデミック（世界的大流行）はこれまでも幾度となく立ち現れ、先人たちもその度に脅かされてきました。多くの命が奪われ、社会活動に支障をきたしました。しかし、その都度全力で立ち向かい、できる限りの対策を講じて乗りこえようとしてきました。なす術もないと思われた時でさえ絶望せず、しばしば神仏に疫病退散を祈り続けました。(略)
　もう一度各章にわたり取り上げたテーマについて、明らかにできた教訓や課題、厳しい条件の中でも命や暮らし、さらには文化を守るための人々の努力があったことを確認してみましょう。（	2022-03-13
	15	[image: まとめ]	まとめ	松平忠固を調べる中で関良基さんの著書『日本を開国させた男、松平忠固』の比重が大きくなってしまったが、本書を読んで、慈悲深い領地運営や開国と交易の主張を貫いた姿勢から忠固の人となりが見えてきた。また、井伊直弼や徳川斉昭、開国、不平等条約改正などさまざまなものの見方が変わったことは収穫だったと思う。歴史から抹消されていた史実が掘り返されると通説が覆されることがあるので、本当の歴史を知っておくためにもそういった情報を仕入れていきたい。


参考資料等
・関良基著『日本を開国させた男、松平忠固: 近代日本の礎を築いた老中』(1,2番目の記事の写真の出典)
https://www.google.com/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.amazon.co.jp%2F%25E6%2597%25A5%25E6%259C%25AC%25E3%2582%2592%25E9%2596%258B%25E5%259B%25BD%25E3%2581%2595%25E3%2581%259B%25E3%2581%259F%25E7%2594%25B7%25E3%25	2022-02-14
	16	[image: 日米和親条約と日米修好通商条約]	日米和親条約と日米修好通商条約	出典：Wikipedia 下関戦争https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8B%E9%96%A2%E6%88%A6%E4%BA%89

　最後に、忠固が関わった二つの条約について詳しく見ていきたい。
　日米和親条約の調印前に忠固(当時は忠優)は徳川斉昭との論争を制し、城中評議の場で五年後の交易承認という結論が出ていた。評議の翌日、斉昭は抗議の意思から参与辞職の意向を、自らの参与就任を推薦した老中首座の阿部正弘に伝えた。これを受けて阿部は、参与辞職を思いとどまらせるために会議の結論を覆し、交易の承認をしないという決定をした。そして日米和親条約は交渉術で勝った日本がアメリカから譲歩を引き出し、漂流民の人道的な扱いや食料・薪水・石炭の供与、長崎・下田・函館の開港などの内容に留まった。日米和親条約締結後、斉昭はアメリカの条約に基づいた「下田三箇条」と呼	2022-02-14
	17	[image: 呉市のこれから]	呉市のこれから	呉市は、人口減少や災害発生などの危険性を背景に、2020年4月に「呉駅周辺地域総合開発基本計画」を策定し、再開発を進めている。
伸ばしていきたいポイントのひとつが、市が有する交通便利性だ。JR呉駅から、広島駅まで最速29分である。広島空港までも1時間でアクセスできる。また、呉港からは、広島や四国方面に多くの船が行き来している。この交通の便利性に加え、駅前の再開発を行うことで、住民や、観光客の増加を図る。
また、呉市は高齢化の問題も深刻であり、再開発には自動運転などのスマートモビリティの導入も含まれている。

出典：「呉市ホームページ」
https://www.city.kure.lg.jp/	2022-02-09
	18	[image: 上田藩主としての松平忠固]	上田藩主としての松平忠固	出典：横浜市「横浜港の歴史（変遷図、年表）」https://www.google.com/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.city.yokohama.lg.jp%2Fkanko-bunka%2Fminato%2Ftaikan%2Fmanabu%2Frekishi%2Fhistory0.html&psig=AOvVaw2ehsoQQMOejw2Wg80v6XoR&ust=1644781455506000&source=images&cd=vfe&ved=2ahUKEwjptbDE9vr1AhWdTPUHHbouAioQr4kDegUIARC_AQ

　上田藩主としても忠固は養蚕・生糸・絹織物産業を振興し、生糸を日本の代表的輸出品へと押し上げた。条約調印前から生糸輸出の準備をし、老中から失脚した後も横浜開港に備え生糸輸出に注力した。生糸輸出の先駆けとなったのはやはり上田藩だった。
しかし、忠固は横浜開港から三か月後の1859年7月1日に死去してしまう。
　忠固の先見の明に感服すると同時に、後世でいいように言われ続けたのはこの早世による部分もあるのではないかとも思う。	2022-02-08
	19	[image: 東京都の無電柱化との比較]	東京都の無電柱化との比較	　東京都では2020東京オリンピックに向けてこれまで街の無電柱化が大きく進められており、東京都では全国で初めて「東京都無電柱化推進条例」がオリンピック前に制定され、積極的かつ計画的に無電柱化が実施されてきた。
　また、東京都では台風などの被害が大きい三宅島や大島などの島しょ地域や停電・通信障害の影響が大きい空港など、2030年代までに都道・港・空港の完全無電柱化を進めており、上田地域と比較すると無電柱化の規模がとても大きいことがわかった。
　調べている中での余談だが、国土交通省では「道路の防災性能の向上」、「通行空間の安全性・快適性の確保」、「良好な景観形成」等の観点から国土交通省でも無電柱化は推進しており、「１」を並ぶ電柱に見立ててそれを「０」にするという意味で、11月10日を「無電柱化の	2022-02-02
	20	[image: 呉市の歴史]	呉市の歴史	呉市は、湾の周辺が島と山に囲まれ、背後には丘陵があり、敵の攻撃を防ぐうえで良好な場所ということで、設置された。

「此呉湾ヲ除キテ他二ナシ」という言葉が残されていることからも分かるように、軍港に最適であったということが伺える。

また、軍事機密ということで湾岸部の詳細な部分は、地図上からは消されるという修正が加えられた。
出典：「海軍とともに発展した呉の街」
https://smtrc.jp/town-archives/city/hiroshima/p07.html	2022-01-29
	21	[image: 呉市の歴史]	呉市の歴史	広島県呉市は、面積35,318平方キロメートル、人口213,640人と広島県三番目の都市。

平安時代に遣唐使の往来があったことや、平清盛が関係した「音頭の瀬戸」からも分かるように、古くから海と船にゆかりのある地域である。

明治時代には、海軍の拠点の一つとして海軍の鎮守府を置き、軍港と共に発展を遂げる。

海軍開庁時に、人口も増加に転じ、ピーク時には400,000人にも上り、職人だけで30,000人もいたが現在は半減し、尚も減少傾向にある。

終戦後、「旧軍港転換法」の成立により、現在の産業の発展の糧となる。

海軍の施設は、観光資源としても再利用され、毎年多くの観光客が訪れる。

2016年には、映画「この世界の片隅に」がヒットし、再び注目を浴びる。

出典：「富国強兵とひろしま～軍港呉～」
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/uploade	2022-01-29
	22	[image: 上田紬が庶民的なものから高級品になるまで～江戸時代から戦前～]	上田紬が庶民的なものから高級品になるまで～江戸時代から戦前～	古代から中世にかけて信濃の織物として知られていたのは、麻布であった。（中略）紬は屑繭等を原料として地機で織れたから、原料生産地がそのまま織物生産地となり得た。しかもそれは商品としてよりも、農村で自家用として織られている場合が多かった。
紬は、江戸時代の庶民に許された唯一の絹織物であった。

上小地方の蚕糸業は江戸中期を過ぎる頃から、１つは養種製造、もう一方は生糸生産へと重点が移っていった。江戸中期にすぐれた繰糸技術が取り入れられ、良質の生糸が生産されるようになった。その結果蚕種・生糸の生産で十分な利益を挙げることができるのであれば、手間のかかる機織をする必要はない。このようにして幕末期に近づくに従って、上小地方の上田紬・上田縞の生産は減少していった。

さらに安政６年横浜開港以	2022-01-26
	23	[image: 上田紬が庶民的なものから高級品になるまで～江戸時代から戦前～]	上田紬が庶民的なものから高級品になるまで～江戸時代から戦前～	古代から中世にかけて信濃の織物として知られていたのは、麻布であった。（中略）紬は屑繭等を原料として地機で織れたから、原料生産地がそのまま織物生産地となり得た。しかもそれは商品としてよりも、農村で自家用として織られている場合が多かった。
紬は、江戸時代の庶民に許された唯一の絹織物であった。

上小地方の蚕糸業は江戸中期を過ぎる頃から、１つは養種製造、もう一方は生糸生産へと重点が移っていった。江戸中期にすぐれた繰糸技術が取り入れられ、良質の生糸が生産されるようになった。その結果蚕種・生糸の生産で十分な利益を挙げることができるのであれば、手間のかかる機織をする必要はない。このようにして幕末期に近づくに従って、上小地方の上田紬・上田縞の生産は減少していった。

さらに安政６年横浜開港以	2022-01-26
	24	[image: 上田紬が庶民的なものから高級品になるまで～江戸時代から戦前～]	上田紬が庶民的なものから高級品になるまで～江戸時代から戦前～	古代から中世にかけて信濃の織物として知られていたのは、麻布であった。（中略）紬は屑繭等を原料として地機で織れたから、原料生産地がそのまま織物生産地となり得た。しかもそれは商品としてよりも、農村で自家用として織られている場合が多かった。
紬は、江戸時代の庶民に許された唯一の絹織物であった。

上小地方の蚕糸業は江戸中期を過ぎる頃から、１つは養種製造、もう一方は生糸生産へと重点が移っていった。江戸中期にすぐれた繰糸技術が取り入れられ、良質の生糸が生産されるようになった。その結果蚕種・生糸の生産で十分な利益を挙げることができるのであれば、手間のかかる機織をする必要はない。このようにして幕末期に近づくに従って、上小地方の上田紬・上田縞の生産は減少していった。

さらに安政６年横浜開港以	2022-01-26
	25	[image: 呉市の歴史]	呉市の歴史	地元である呉市は、日本でも数少ない軍港であり、かつてはとても栄えており、昔の貴重な資料や、町の良さを投稿することで、多くの人に見てもらうことができると考え、テーマに選んだ。
軍港としての街ということを中心的に探究していきたい。	2021-12-18
	26	[image: 蚕都上田探訪／飯沼郷蔵]	蚕都上田探訪／飯沼郷蔵	郷蔵とは江戸時代、年貢米を貯蔵した倉庫です。飯沼(上田市生田)にあるこの郷蔵は教育委員会の説明板によると1729年に建てられ、その後度々の改修を経て現在に残っています。

この郷蔵からは幕末期、横浜からの生糸輸出を裏付ける大量の資料が発見されています。横浜開港資料館などが長年かけてその調査研究に当たってきました。驚くべき米倉庫です。我が国の生糸輸出や蚕糸業の歴史を紐解く数多くの文書がこのような倉庫に残っていたことも驚くべきことです。

この場所は飯沼の集落内にあり道は狭くわかりにくいので現地に行くには注意がいります。マップに位置を示しておきました。	2021-09-19
	27	[image: 蚕都上田探訪／松田玄冲の墓と顕彰碑]	蚕都上田探訪／松田玄冲の墓と顕彰碑	横浜開港(1859年)と共に列強の貿易商を相手に生糸貿易を始めた中居屋(中居屋重兵衛)の番頭の筆頭が松田玄冲(まつだげんちゅう)です。上田市生田の飯沼の出身。松田玄冲の墓の前に中居屋重兵衛顕彰会、上田郷友会、群馬県嬬恋村の連名による顕彰碑が立っています。

どこにあるのかがわからず、中居屋重兵衛顕彰会の方に教えてもらってやっと目的地にたどり着くことができました。確かにこの場所、普通では全くわかりません。GoogleMapの位置情報でご確認ください。	2021-09-18
	28	[image: 日本シルクロード講座・横浜編(6)まちあるき・汽車道ルート]	日本シルクロード講座・横浜編(6)まちあるき・汽車道ルート	2011年10月30日　横浜まちあるき　ガイド：嶋田昌子＝横浜シティガイド協会
信州上田は横浜開港当初から横浜の生糸売込商を通じ、欧米諸国との貿易で栄え、後に蚕都と呼ばれました。学びあい講座では上田との交易の足跡をまちあるきして探訪しました。

横浜まちあるき(2)汽車道ルート・ダイジェスト版


５分でまちあるきの概略を掴むことができます。

横浜まちあるき(2)汽車道ルート・ノーカット版


35分

「日本シルクロード学びあい講座・港都横浜編」蚕都上田プロジェクト主催
＜講座２日目＞
(1)横浜まちあるき・汽車	2021-07-11
	29	[image: 日本シルクロード講座・横浜編(5)まちあるき・馬車道ルート]	日本シルクロード講座・横浜編(5)まちあるき・馬車道ルート	2011年10月30日　横浜まちあるき　ガイド：嶋田昌子＝横浜シティガイド協会
信州上田は横浜開港当初から横浜の生糸売込商を通じ、欧米諸国との貿易で栄え、後に蚕都と呼ばれました。学びあい講座では上田との交易の足跡をまちあるきして探訪しました。

横浜まちあるき(1)馬車道ルート・ダイジェスト版


５分でまちあるきの概略を掴むことができます。

横浜まちあるき(1)馬車道ルート・ノーカット版


52分

「日本シルクロード学びあい講座・港都横浜編」蚕都上田プロジェクト主催
＜講座２日目＞
(1)横浜まちあるき・馬車	2021-07-11
	30	[image: 日本シルクロード講座・横浜編(4)上田と横浜の歴史アラカルト]	日本シルクロード講座・横浜編(4)上田と横浜の歴史アラカルト	2011年10月29日　会場：北仲BRICK（横浜、旧帝蚕倉庫事務棟）
講座「上田と横浜の歴史アラカルト」ダイジェスト版


３分で講座の概略を掴むことができます。

講座「上田と横浜の歴史アラカルト」ノーカット版


45分

「日本シルクロード学びあい講座・港都横浜編」蚕都上田プロジェクト主催
＜講座１日目＞
(4)上田と横浜の歴史アラカルト、横浜まちあるきのみどころ
講師：
　前川道博(長野大学企業情報学部准教授、蚕都上田プロジェクト事務局長)
　水島久光（東海大学文学部教授、北仲スクール）
特別ゲスト：
　浦辺信子	2021-07-11
	31	[image: 日本シルクロード講座・横浜編(3)日本初の生糸輸出は信州上田から]	日本シルクロード講座・横浜編(3)日本初の生糸輸出は信州上田から	2011年10月29日　会場：北仲BRICK（横浜）
講座「日本初の生糸輸出は信州上田から」ダイジェスト版


３分で講座の概略を掴むことができます。

講座「日本初の生糸輸出は信州上田から」ダイジェスト版


38分

「日本シルクロード学びあい講座・港都横浜編」蚕都上田プロジェクト主催
＜講座１日目＞
(3)日本初の生糸輸出は信州上田から　講師：阿部勇(上田歴史研究会会長)

（撮影・編集　森田文和＠おらほ放送局）
　	2021-07-11
	32	[image: 日本シルクロード講座・横浜編(2)横浜開港と生糸貿易]	日本シルクロード講座・横浜編(2)横浜開港と生糸貿易	2011年10月29日　会場：北仲BRICK（横浜）

講座「横浜開港と生糸貿易」ダイジェスト版


３分で講座内容を手短かに掴むことができます。

講座「横浜開港と生糸貿易」ノーカット版


58分

「日本シルクロード学びあい講座・港都横浜編」蚕都上田プロジェクト主催
＜講座１日目＞
(2)横浜開港と生糸貿易
　講師：小泉勝夫(シルク博物館元部長)

（撮影・編集　森田文和＠おらほ放送局）
※肩書等は2011年当時のものです。	2021-07-11
	33	[image: 日本シルクロード講座・横浜編(1)新しい地域学習のすすめ]	日本シルクロード講座・横浜編(1)新しい地域学習のすすめ	2011年10月29日　会場：北仲BRICK
講座「新しい地域学習のすすめ」ダイジェスト版

３分で講座内容を手短かに掴むことができます。


講座「新しい地域学習のすすめ」ノーカット版

67分　

「日本シルクロード学びあい講座・港都横浜編」蚕都上田プロジェクト主催
＜講座１日目＞
(1)新しい地域学習のすすめ
　講師：水島久光(東海大学教授)、前川道博(長野大学准教授)

（撮影・編集　森田文和＠おらほ放送局）
※肩書等は2011年当時のものです。
	2021-07-11
	34	[image: 日本シルクロード講座・横浜編・ダイジェスト版]	日本シルクロード講座・横浜編・ダイジェスト版	
ダイジェスト版25分　2011年10月29日　会場：北仲BRICK（旧帝蚕倉庫事務棟、横浜）
提供：蚕都上田プロジェクト

横浜を訪ねて上田を知る。蚕都上田全盛時の生糸貿易とゆかりのある歴史的建造物「旧帝蚕倉庫」（信州の生糸が貯蔵された倉庫）の事務棟を会場に横浜と上田の人々がお互いの地域の歴史を学びあいました。

講座内容
(1)新しい地域学習のすすめ　講師：前川道博(長野大学准教授)、水島久光(東海大学教授)
(2)横浜開港と生糸貿易　講師：小泉勝夫(シルク博物館元部長)
(3)日本初の生糸輸出は信州上田から　講師：阿部勇さん(上田歴史研究会会長)
(4)上田と横浜の歴史アラカルト
　講師：前川道博＋水島久光　ゲスト：浦辺信子（上田藩松平家直系御子孫）

（撮影・編集　森田文和＠おらほ放送局）
※肩書	2021-07-11
	35	[image: 日和山公園]	日和山公園	日本海に夕日が沈む様子を日和山公園から撮影した写真。
日和山公園は桜の名所でもある。
園内に、木造六角灯台や方角石、千国船などがあり、港町の風情を感じることができる。六角灯台越しには酒田港や最上川河口を一望でき、日本海に沈む夕陽を観ることができる。	2021-05-05
	36	[image: 地元から見える富士山]	地元から見える富士山	これは地元から見える富士山の風景。
また一緒に見える港はマグロの水揚げで有名な場所である。
過去には日本一となったことがある。
ちかくには魚市場がありたくさんの店が存在する。	2021-05-05
	37	[image: コンパクトシティ「福岡（博多）」]	コンパクトシティ「福岡（博多）」	以前、ご縁があり、少しだけ博多区で暮らしていました。長野県から見ると、とんでもなく遠い福岡。皆さんは行ったことはありますか？

福岡と聞くと、やはり「博多弁」や「博多ラーメン」をイメージされる方が多いと思います。

東京都内を更に一カ所に凝縮したのが「博多区」です。ゆえに、何でもかんでもすぐ近くで事が済む。空港も港といった公共交通機関も目の鼻の先にあるようなものです。
だから、コンパクトシティと呼ばれています。	2021-05-05
	38	[image: 公害問題]	公害問題	環境汚染が深刻化し、昭和40年代の田子の浦港のヘドロは大きな社会問題となった。

公害を解決すべく昭和 42 年、市議会に公害対策特別委員会、行政に富士市公害対策庁内連絡会議が設置され、昭和 43 年から2年ほどの期間に市内の多くの工場と公害防止協定を締結しました。


https://www.city.fuji.shizuoka.jp/sp/sangyo/c0304/fmervo00000084q7.html

https://www.fuji-cci.or.jp/yakei/history.pdf

吉原市史下巻の画像を引用	2021-01-26
	39	[image: 新潟亀田の土地の特性と生活習慣]	新潟亀田の土地の特性と生活習慣	私の地元亀田は海抜が低く、つねに浸水しているような場所であった。しかし、稲作をし、港町から近いということもあって物流も盛んだった。困難な状況でも人々は亀田の土地を選び生活していた。その特殊な状況で人々は何を考えてどのように生活していたのか知りたいと考えた。
また、現在、海抜が温暖化の影響で高くなることが問題となっている。世界を知るためにも、まずは身近にあった事例から見ていくべきだと感じた。海抜が高くなることで、人々の生活はどのように変容するのかもここから見れればいいと考えている。

調べる時には、亀田図書館に行き、資料を探す予定である。さらに、越後佐渡デジタルライブラリーからも資料を探すことにする。
https://www.pref-lib.niigata.niigata.jp/?page_id=1129	2020-12-21
	40	[image: 魚ひろば]	魚ひろば	愛知県南知多町にある豊浜漁港でとれた海産物を販売している直売所。
個人的におすすめなのは、めじろのひものである。めじろとは、地元の呼び方で、穴子のことを言う。祖父が漁師をやっているので良くここに訪れていた。	2020-08-09
	41	[image: まるは本館]	まるは本館	愛知県南知多町にある宿泊もできる料亭。
大エビフライが名物で人気である。
近くにある豊浜漁港で水揚げされた海産物を使っており、新鮮。記事にも載せている鯛祭りを見ることができる。	2020-08-09
	42	[image: ２度目の海外空港編（02）成田空港]	２度目の海外空港編（02）成田空港	成田空港内のヤフーのネットカフェ
試しに入ってみました。
ネットアクセスの速度も充分でした。	2020-08-06
	43	[image: ２度目の海外空港編（01）成田空港]	２度目の海外空港編（01）成田空港	今は羽田から国際線に乗れますが、この頃は成田から
朝早く小田原を出発して成田空港に到着	2020-08-06
	44	[image: 2度目の海外イタリア・ミラノ編（07）郵便ポスト]	2度目の海外イタリア・ミラノ編（07）郵便ポスト	ミラノ、マルペンサ空港に到着。
この頃は郵便局でアルバイトしてたので、上司からの宿題、ポストの色と行った先々から絵葉書を書き何日で届くか？という課題に取り組む（？？）	2020-08-06
	45	[image: 上田と生糸貿易‐2 ~蚕種の大量輸出~]	上田と生糸貿易‐2 ~蚕種の大量輸出~	蚕種は蚕の卵を指す。幕府は民間人の蚕種輸出を禁じていたが、横浜港開港当初より、蚕種の密輸が横行した。そのため、1865年に幕府が民間人の蚕種輸出を認めると、蚕種輸出はますます盛んになり、相場も高騰していった。このような背景としては、当時ヨーロッパに蔓延していた蚕の微粒子病の存在があった。ヨーロッパ諸国はこれにより良質な蚕種を求めていたのだ。長野県では上田が特に蚕種の生産地であり、上田は明治初期には実に日本の3分の1を生産していたという。このような蚕種輸出の高騰状態は、1870年の普仏戦争の勃発により沈静化し、その後暴落の一途をたどってしまうが、上田の蚕糸業がこれをきっかけに発展したことは想像に難くないであろう。

画像は「蚕紙」wikipediaより
URL:https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%9A%95%E7%B4%99#/media/%E3%83%95%E3%82	2020-07-08
	46	[image: 上田と生糸貿易‐1 ~開国、横浜開港後～]	上田と生糸貿易‐1 ~開国、横浜開港後～	上田の生糸は主に横浜港を通じ、世界との貿易に関わることになる。横浜港は1859年に開港したが、上田の商人達は、まさにその直後から横浜で貿易活動を行っていたことが知られている。そこには、当時の上田藩主松平忠固の尽力があったとされる。松平忠固は、日米和親条約、日米修好通商条約の2つの条約締結の調印時に老中を務め、条約締結を急いだ積極的開国派であった。彼のもとで上田藩は開港と同時に生糸の輸出を始め、これにより日本の生糸貿易は上田から始まったとも言われるようになるのである。

画像は「横浜海岸フランス役館之景」(横浜開港資料館所蔵)により
URL:https://www.mmdb.net/santo-ueda/mono/cn1/pg45.html	2020-07-08
	47	[image: 『信濃蚕糸業史・下巻』(1937年)]	『信濃蚕糸業史・下巻』(1937年)	
『信濃蚕糸業史・下巻』(1937年)
1602頁／容量 213MB
ダウンロード表示には時間がかかります。
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製糸篇
　第一章　総論
　第二章　江戸時代信州各地に於ける製糸業の発達
　第三章　開港以後の製糸業
　第四章　日清戦争より世界大戦に至る時代
　第五章　大正時代
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　第七章　製糸技術の変遷
　第八章　経営史
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　第十章　本県製糸業者の米国視察と米国絹業者の入信
　第十一章　生糸貿易に関する史料

＜奥付＞
昭和十二年六月一日
昭和十二年六月五日	2020-06-24
	48	[image: 沖縄PARCO]	沖縄PARCO	これは沖縄PARCOの一回のフードコートから見える景色です。
テラス席もあり沖縄の風を感じながら、海を眺めながら食事を楽しむことができます。
空港からも遠くないので観光の際には是非やってみてほしいです。
沖縄のお菓子などもたくさん売っていてお土産を買うのにも最適です！	2020-06-15
	49	[image: ふじのくに田子の浦みなと公園]	ふじのくに田子の浦みなと公園	港にある公園。アスレチックがあり昼間は家族連れで遊んでいる人が多い。展望台があり、そこを登ると富士市を一望できる。夜になると昼間とは雰囲気が変わる。夜景が綺麗でカップルも多い。	2020-06-07
	50	[image: 小松空港]	小松空港	石川の人のほとんどが空港を使うならこの空港
中に小松基地もあり、航空祭が有名なので選びました。	2020-05-27
	51	[image: ミニ講義「横浜開港と蚕都上田」]	ミニ講義「横浜開港と蚕都上田」	

ミニ講義「横浜開港と蚕都上田」＋横浜開港資料館展示解説
講師：西川武臣氏（横浜開港資料館主任研究員）
2011年3月26日　横浜開港資料館講堂にて
27分
（撮影・編集　蚕都上田プロジェクト）	2020-05-24
	52	[image: 蚕都上田／幕末・明治の蚕種輸出]	蚕都上田／幕末・明治の蚕種輸出	

横浜が1859年に開港した後、日本、とりわけ上田小県は生糸をいち早く輸出し、それが蚕都上田の繁栄の導入線となりました。しかしながら上田から圧倒的に多く輸出されたものは「蚕種」です。多く輸出された期間は1860年代から70年代にかけてです。そうした時代背景の蚕種輸出について新津さんからミニ講義をしていただきました。

講師：新津新生さん
日付：2011/04/24
場所：蚕都上田館（長野県上田市）
主催：蚕都上田プロジェクト	2020-05-24
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